啓林館　生物Ⅱ（生Ⅱ00８）　観点一覧
(１)　内容の難易度

生体内の生命現象や遺伝現象について、分子レベルで詳しく記述するとともに、系統と進化や生物の生態については、豊富な例をもとに詳細に記述され、大学進学者が多い本校の学習実態と合致している。

(２)　内容の取扱い

本文の記述は平易でわかりやすく、カラーの写真やイラストが適切に配置され、学習効果を高めている。中でも、選択履修の３部と４部については、授業で片方の部が学習できなくても、生徒が興味を持って読むだけでも概要が理解できるように配慮されている。

学習内容の理解を深めるとともに、生徒の興味を高めるために、多数の「参考」「読み物」を取り上げ、また、その中で学習指導要領の範囲を超える内容については、「発展」として扱われている。また、「化学」を履修していない生徒へも配慮して「化学の基礎知識」が適切な箇所に配置されている。

表紙見開きの口絵では最新のバイオテクノロジーの研究成果の一つである「発光クラゲの遺伝子を導入した蛍光マウス」の写真を大きく取り上げて、生徒に驚きと興味をかきたてる効果をねらうとともに、この研究の方法と原理をわかりやすくまとめ、第２部「分子からみた遺伝現象」の導入をはかった。

利用することの少ない本書巻頭の口絵は最低限とし、本文中の適切な位置に、生物の変遷カレンダーや世界と日本の生物群系など、学習効果を高める見開きのカラーページが設けられている。

全部で１８テーマの実験を取り上げ、方法についてはイラストを使って丁寧に解説されており、生徒が見るだけで実験に取り組めるようになっている。さらに、授業時間内に扱いにくいテーマについては結果例もあげられており、生徒が読むだけで実験のポイントがよくわかるように配慮されている。

生物の分類については、生徒になじみのある２界説が採用されているが、それと比較しながら５界説などの他の説も扱われ、各説の特徴がより深く理解できる。

分子レベルの学習ではバイオテクノロジーの発展に、生態分野の学習では環境問題に多くのページが割かれ、生徒の興味を深めるのに役立っている。

課題研究については、ページ数はそれほど多くを割いてはいないが、はじめに、沖縄へ修学旅行中の生徒が大学の海洋生物研究所を訪れて課題研究を行なうという設定で、読み物風に課題研究の過程について紹介され、亜熱帯の多様な海洋生物の写真とともに、生徒が興味を持って読み進めると、課題研究の進め方や探究の過程がよく理解できるようになっている。

(３)　単元の構成

まず、必履修の代謝・分子遺伝学分野を、「分子からみた生命現象」・「分子から見た遺伝現象」として分子レベルの内容であることがわかりやすいようにまとめ、後半で選択履修の進化分野と生態分野が扱われ、環境問題と関連する生態分野を最後に置くことで、生徒の学習のまとめとして適切である。

各単元のはじめには、復習と導入を兼ねて、「生物Ⅰ」や「理科総合Ｂ」の生物分野での学習事項を取り入れ、学習内容の関連をはかる工夫が見られるとともに、授業がスムーズに進められるよう配慮されている。

(４)　その他　

見て楽しい図が随所にあり、生徒の興味・関心と好奇心を喚起し、学習効果を高めている。また、充実した内容を盛りこんだ、科学的に正確な図を多く取り入れ、生徒の理解を深めることができる。難解な図については、図中に長文の説明を入れて、それを読むだけでも図の概要が理解できる。

紙質が白く、カラー写真やイラストが鮮明になっている。

